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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月28日(2019.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成することと、ここにおいて、前記カバーコードが、コンピュータ生成バイ
ナリシーケンス、ウォルシュコード、またはバーカーコードのうちの少なくとも１つを備
える、
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域上で通信する第
１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳを送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のコードシーケンスが、コンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減された
アルファベットを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード
、バーカーコード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくと
も１つを使用して生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケン
スに基づいて２次同期信号（ＳＳＳ）を生成することと、
　前記第１のタイプの前記ＵＥに前記ＳＳＳを送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソースを使用して送信される、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で送信される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いキャリア帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することが、前記第１のサブフレームと前記第２のサ
ブフレームとのうちの少なくとも１つ内でＰＳＳシーケンスとＳＳＳシーケンスとを時間
多重化することを備え、ここにおいて、前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、少なくとも１つの
サブフレームを用いて異なる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルロケーションを占
有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、短縮されたＺａｄ
ｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、またはコンピュータ生成ポリフェーズシーケンスを備える、
請求項３に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＳＳＳが、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを伝達するために使
用される、請求項３に記載の方法。
【請求項１２】
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域内で、１つまた
は複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第
１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（
ＰＳＳ）を検出することと、ここにおいて、前記カバーコードが、ウォルシュコード、バ
ーカーコード、またはコンピュータ生成バイナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備
える、
　前記ＰＳＳに基づいて時間同期と周波数同期とを実行することと
を備える、方法。
【請求項１４】
　前記周波数同期を実行することが、
　時間同期されたＰＳＳの時間領域における自己相関に基づいて、または複数の仮説検定
および周波数ビニングに基づいて、前記ＰＳＳから、小数周波数オフセット補正を実行す
ることと、
　前記ＰＳＳと受信された信号のローカルレプリカ（local replica）との間の周波数領
域における相互相関に基づいて、前記ＰＳＳから、整数周波数オフセット補正を実行する
ことと
を備える、請求項１３に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記第１のコードシーケンスが、生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減されたアルファベッ
トを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード、バーカーコ
ード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくとも１つを使用
して生成される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＰＳＳに基づいて最尤時間オフセット推定を実行することと、ここにおいて、時間
オフセットが周波数オフセットと無相関である、
　前記１つまたは複数の狭帯域キャリア領域内で、前記１つまたは複数のサブフレーム内
の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケンスに基づいて生成された２次同期信
号（ＳＳＳ）を検出することと、
　前記時間同期と前記周波数同期とを改良するために、前記ＳＳＳに基づいて高精度時間
同期または高精度周波数同期のうちの少なくとも１つを実行することと
をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソース中で検出される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で検出される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記高精度タイミング同期を実行することが、前記ＳＳＳ上で時間領域における相互相
関を実行することを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いキャリア帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、コンピュータ生成
ポリフェーズシーケンス、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスを備える、
請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＳＳＳから、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを決定することを
さらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、請求項２４に記載の
方法。
【請求項２６】
　前記高精度時間同期を実行することは、
　前記カバーコードのパターンに従ってすべてのコフェージングされたシンボルペアをコ
ヒーレントに組み合わせることによって最尤（ＭＬ）推定に基づいてタイミングオフセッ
ト補正を実行することと、ここにおいて、前記組み合わせることの範囲が、前記１つまた
は複数のサブフレームにわたってスパンする、
　信号対雑音比（ＳＮＲ）レベルに対する感度を低減するために、前記ＰＳＳシーケンス
の電力によってコスト関数を正規化することと
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を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２７】
　前記コフェージングされたシンボルペアを前記組み合わせることは、
　前記ＰＳＳの遅延したサンプル間の自己相関を実行すること、ここにおいて、前記遅延
したサンプルのラグサイズが、ＰＳＳ時間領域リソース割振りに基づく構成可能パラメー
タである、
を備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記カバーコードのパターンが、前記タイミングオフセットの前記ＭＬ推定を所望の形
式に整形するように選択される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、ここにおいて、前
記カバーコードが、ウォルシュコード、バーカーコード、またはコンピュータ生成バイナ
リシーケンスのうちの少なくとも１つを備える、
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域上で通信する第
１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　前記第１のコードシーケンスが、コンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減された
アルファベットを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード
、バーカーコード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくと
も１つを使用して生成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、１つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシ
ンボルにわたる第２のコードシーケンスに基づいて２次同期信号（ＳＳＳ）を生成するよ
うに構成され、
　前記送信機が、前記第１のタイプの前記ＵＥに前記ＳＳＳを送信するように構成された
、
請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソースを使用して送信される、請求項３１に記載の
装置。
【請求項３３】
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で送信される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いキャリア帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することが、第１のサブフレームと第２のサブフレー
ムとのうちの少なくとも１つ内でＰＳＳシーケンスとＳＳＳシーケンスとを時間多重化す
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ることを備え、ここにおいて、前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、少なくとも１つのサブフレ
ームを用いて異なる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルロケーションを占有する、
請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、短縮されたＺａｄ
ｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、またはコンピュータ生成ポリフェーズシーケンスを備える、
請求項３１に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ＳＳＳが、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを伝達するために使
用される、請求項３１に記載の装置。
【請求項４０】
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、請求項３９に記載の
装置。
【請求項４１】
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域内で、１つまた
は複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第
１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（
ＰＳＳ）を検出することと、ここにおいて、前記カバーコードが、ウォルシュコード、バ
ーカーコード、またはコンピュータ生成バイナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備
え、前記ＰＳＳに基づいて時間同期と周波数同期とを実行することとを行うように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　時間同期されたＰＳＳの時間領域における自己相関に基づいて、または複数の仮説検定
および周波数ビニングに基づいて、前記ＰＳＳから、小数周波数オフセット補正を実行す
ることと、
　前記ＰＳＳと受信された信号のローカルレプリカとの間の周波数領域における相互相関
に基づいて、前記ＰＳＳから、整数周波数オフセット補正を実行することと
によって前記周波数同期を実行するように構成された、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１のコードシーケンスが、生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減されたアルファベッ
トを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード、バーカーコ
ード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくとも１つを使用
して生成される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記ＰＳＳに基づいて最尤時間オフセット推定を実行することと、ここにおいて、時間
オフセットが周波数オフセットと無相関である、
　前記１つまたは複数の狭帯域キャリア領域内で、前記１つまたは複数のサブフレーム内
の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケンスに基づいて生成された２次同期信
号（ＳＳＳ）を検出することと、
　前記時間同期と前記周波数同期とを改良するために、前記ＳＳＳに基づいて高精度時間
同期または高精度周波数同期のうちの少なくとも１つを実行することと
を行うように構成された、請求項４１に記載の装置。
【請求項４５】
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソース中で検出される、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で検出される、請求項４５に記載の装置。
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【請求項４７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＳＳＳ上で時間領域における相互相関を実行
することによって前記高精度タイミング同期を実行するように構成された、請求項４４に
記載の装置。
【請求項４８】
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いキャリア帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、請求項４４に記載の装置。
【請求項４９】
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、請求項４８に記載の装置。
【請求項５０】
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
請求項４４に記載の装置。
【請求項５１】
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、コンピュータ生成
ポリフェーズシーケンス、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスを備える、
請求項４４に記載の装置。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記カバーコードのパターンに従ってすべてのコフェージングされたシンボルペアをコ
ヒーレントに組み合わせることによって最尤（ＭＬ）推定に基づいてタイミングオフセッ
ト補正を実行することと、ここにおいて、前記組み合わせることの範囲が、前記１つまた
は複数のサブフレームにわたってスパンする、
　信号対雑音比（ＳＮＲ）レベルに対する感度を低減するために、前記ＰＳＳシーケンス
の電力によってコスト関数を正規化することと
によって前記高精度時間同期を実行するように構成された、請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記コフェージングされたシンボルペアを前記組み合わせることは、
　前記ＰＳＳの遅延したサンプル間の自己相関を実行すること、ここにおいて、前記遅延
したサンプルのラグサイズが、ＰＳＳ時間領域リソース割振りに基づく構成可能パラメー
タである、
を備える、請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記カバーコードのパターンが、前記タイミングオフセットの前記ＭＬ推定を所望の形
式に整形するように選択される、請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＳＳＳから、セル識別情報（セルＩＤ）と追
加のシステム情報とを決定するようにさらに構成された、請求項４４に記載の装置。
【請求項５６】
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、請求項５５に記載の
装置。
【請求項５７】
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成することと、ここにおいて、前記カバーコードが、ウォルシュコード、バ
ーカーコード、またはコンピュータ生成バイナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備
える、
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域上で通信する第
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１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳを送信することと
を行うための命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５８】
　より広いキャリア帯域幅に対する１つまたは複数の狭帯域キャリア領域内で、１つまた
は複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第
１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（
ＰＳＳ）を検出することと、ここにおいて、前記カバーコードが、ウォルシュコード、バ
ーカーコード、またはコンピュータ生成バイナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備
える、
　前記ＰＳＳに基づいて時間同期と周波数同期とを実行することと
を行うための命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　[0124]　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明ら
かになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱すること
なく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例およ
び設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致す
る最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成することと、
　１つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケン
スに基づいて２次同期信号（ＳＳＳ）を生成することと、
　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域上で通信する第１のタイプのユ
ーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソースを使用して送信される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で送信される、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いシステム帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するためにリソース要素が使用するのと同じサブキャリア間隔を有するリソー
ス要素にマッピングされる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
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　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することが、前記第１のサブフレームと前記第２のサ
ブフレームとのうちの少なくとも１つ内でＰＳＳシーケンスとＳＳＳシーケンスとを時間
多重化することを備え、ここにおいて、前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、少なくとも１つの
サブフレームを用いて異なる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルロケーションを占
有する、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１のコードシーケンスが、コンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減された
アルファベットを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード
、バーカーコード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくと
も１つを使用して生成される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記カバーコードが、コンピュータ生成バイナリシーケンス、ウォルシュコード、また
はバーカーコードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、短縮されたＺａｄ
ｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、またはコンピュータ生成ポリフェーズシーケンスを備える、
Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記ＳＳＳが、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを伝達するために使
用される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域内で、１つまたは複数のサブフ
レーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第１のコードシー
ケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（ＰＳＳ）を検出
することと、
　前記ＰＳＳに基づいて最尤時間オフセット推定を実行することと、ここにおいて、時間
オフセットが周波数オフセットと無相関である、
　前記ＰＳＳに基づいて初期時間同期と周波数同期とを実行することと、
　前記１つまたは複数の狭帯域領域内で、前記１つまたは複数のサブフレーム内の第２の
数のシンボルにわたる第２のコードシーケンスに基づいて生成された２次同期信号（ＳＳ
Ｓ）を検出することと、
　前記初期時間同期と前記周波数同期とを改良するために、前記ＳＳＳに基づいて高精度
時間同期または高精度周波数同期のうちの少なくとも１つを実行することと
を備える、方法。
　　［Ｃ１４］
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソース中で検出される、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で検出される、Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記周波数同期を実行することが、
　時間同期されたＰＳＳの時間領域における自己相関に基づいて、または複数の仮説検定
および周波数ビニングに基づいて、前記ＰＳＳから、小数周波数オフセット補正を実行す
ることと、
　前記ＰＳＳと受信された信号のローカルレプリカ（local replica）との間の周波数領
域における相互相関に基づいて、前記ＰＳＳから、整数周波数オフセット補正を実行する
ことと
を備える、Ｃ１３に記載の方法。
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　　［Ｃ１７］
　前記高精度タイミング同期を実行することが、前記ＳＳＳ上で時間領域における相互相
関を実行することを備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いシステム帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、Ｃ１８に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記第１のコードシーケンスが、生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減されたアルファベッ
トを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード、バーカーコ
ード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくとも１つを使用
して生成される、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記カバーコードが、ウォルシュコード、バーカーコード、またはコンピュータ生成バ
イナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、コンピュータ生成
ポリフェーズシーケンス、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスを備える、
Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記ＳＳＳから、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを決定することを
さらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、Ｃ２４に記載の方法
。
　　［Ｃ２６］
　前記高精度時間同期を実行することは、
　前記カバーコードのパターンに従ってすべてのコフェージングされたシンボルペアをコ
ヒーレントに組み合わせることによって最尤（ＭＬ）推定に基づいてタイミングオフセッ
ト補正を実行することと、ここにおいて、前記組み合わせることの範囲が、前記１つまた
は複数のサブフレームにわたってスパンする、
　信号対雑音比（ＳＮＲ）レベルに対する感度を低減するために、前記ＰＳＳシーケンス
の電力によってコスト関数を正規化することと
を備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　前記コフェージングされたシンボルペアを前記組み合わせることは、
　前記ＰＳＳの遅延したサンプル間の自己相関を実行すること、ここにおいて、前記遅延
したサンプルのラグサイズが、ＰＳＳ時間領域リソース割振りに基づく構成可能パラメー
タである、
を備える、Ｃ２６に記載の方法。
　　［Ｃ２８］
　前記カバーコードのパターンが、前記タイミングオフセットの前記ＭＬ推定を所望の形
式に整形するように選択される、Ｃ２６に記載の方法。
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　　［Ｃ２９］
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成することと、１つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシンボルにわ
たる第２のコードシーケンスに基づいて２次同期信号（ＳＳＳ）を生成することとを行う
ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域上で通信する第１のタイプのユ
ーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［Ｃ３０］
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソースを使用して送信される、Ｃ２９に記載の装置
。
　　［Ｃ３１］
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で送信される、Ｃ３０に記載の装置。
　　［Ｃ３２］
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いシステム帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するためにリソース要素が使用するのと同じサブキャリア間隔を有するリソー
ス要素にマッピングされる、Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、Ｃ３２に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することが、第１のサブフレームと第２のサブフレー
ムとのうちの少なくとも１つ内でＰＳＳシーケンスとＳＳＳシーケンスとを時間多重化す
ることを備え、ここにおいて、前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、少なくとも１つのサブフレ
ームを用いて異なる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルロケーションを占有する、
Ｃ３４に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　前記第１のコードシーケンスが、コンピュータ生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減された
アルファベットを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード
、バーカーコード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくと
も１つを使用して生成される、Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　前記カバーコードが、コンピュータ生成バイナリシーケンス、ウォルシュコード、また
はバーカーコードのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３８］
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、短縮されたＺａｄ
ｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、またはコンピュータ生成ポリフェーズシーケンスを備える、
Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記ＳＳＳが、セル識別情報（セルＩＤ）と追加のシステム情報とを伝達するために使
用される、Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、Ｃ３９に記載の装置
。
　　［Ｃ４１］
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　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域内で、１つまたは複数のサブフ
レーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第１のコードシー
ケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（ＰＳＳ）を検出
することと、前記ＰＳＳに基づいて最尤時間オフセット推定を実行することと、ここにお
いて、時間オフセットが周波数オフセットと無相関である、前記ＰＳＳに基づいて初期時
間同期と周波数同期とを実行することと、前記１つまたは複数の狭帯域領域内で、前記１
つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケンスに
基づいて生成された２次同期信号（ＳＳＳ）を検出することと、前記初期時間同期と前記
周波数同期とを改良するために、前記ＳＳＳに基づいて高精度時間同期または高精度周波
数同期のうちの少なくとも１つを実行することとを行うように構成された少なくともオン
プロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［Ｃ４２］
　ＰＳＳとＳＳＳとが、重複しないリソース中で検出される、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
　ＰＳＳとＳＳＳとが別個のサブフレーム中で検出される、Ｃ４２に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　時間同期されたＰＳＳの時間領域における自己相関に基づいて、または複数の仮説検定
および周波数ビニングに基づいて、前記ＰＳＳから、小数周波数オフセット補正を実行す
ることと、
　前記ＰＳＳと受信された信号のローカルレプリカとの間の周波数領域における相互相関
に基づいて、前記ＰＳＳから、整数周波数オフセット補正を実行することと
によって前記周波数同期を実行するように構成された、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＳＳＳ上で時間領域における相互相関を実行
することによって前記高精度タイミング同期を実行するように構成された、Ｃ４４に記載
の装置。
　　［Ｃ４６］
　前記第１の数のシンボルが、前記より広いシステム帯域幅上で通信する第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるリソース要素と同じサブキャリア間隔を有するリソース
要素にマッピングされる、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとが、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されない
リソース要素を使用して送信される、Ｃ４６に記載の装置。
　　［Ｃ４８］
　前記第１の数のシンボルが第１のサブフレーム内にあり、
　前記第２の数のシンボルが第２のサブフレーム内にある、
Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記第１のコードシーケンスが、生成シーケンス（ＣＧＳ）、低減されたアルファベッ
トを用いた修正されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、ウォルシュコード、バーカーコ
ード、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスのうちの少なくとも１つを使用
して生成される、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
　前記カバーコードが、ウォルシュコード、バーカーコード、またはコンピュータ生成バ
イナリシーケンスのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
　前記第２のコードシーケンスが、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス、コンピュータ生成
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ポリフェーズシーケンス、または短縮されたＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスを備える、
Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ５２］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＳＳＳから、セル識別情報（セルＩＤ）と追
加のシステム情報とを決定することにさらに構成された、Ｃ４１に記載の装置。
　　［Ｃ５３］
　前記追加のシステム情報が少なくともサブフレームＩＤを備える、Ｃ５２に記載の装置
。
　　［Ｃ５４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記カバーコードのパターンに従ってすべてのコフェージングされたシンボルペアをコ
ヒーレントに組み合わせることによって最尤（ＭＬ）推定に基づいてタイミングオフセッ
ト補正を実行することと、ここにおいて、前記組み合わせることの範囲が、前記１つまた
は複数のサブフレームにわたってスパンする、
　信号対雑音比（ＳＮＲ）レベルに対する感度を低減するために、前記ＰＳＳシーケンス
の電力によってコスト関数を正規化することと
によって前記高精度時間同期を実行するように構成された、Ｃ５１に記載の装置。
　　［Ｃ５５］
　前記コフェージングされたシンボルペアを前記組み合わせることは、
　前記ＰＳＳの遅延したサンプル間の自己相関を実行すること、ここにおいて、前記遅延
したサンプルのラグサイズが、ＰＳＳ時間領域リソース割振りに基づく構成可能パラメー
タである、
を備える、Ｃ５４に記載の装置。
　　［Ｃ５６］
　前記カバーコードのパターンが、前記タイミングオフセットの前記ＭＬ推定を所望の形
式に整形するように選択される、Ｃ５４に記載の装置。
　　［Ｃ５７］
　１つまたは複数のサブフレーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケン
スと前記第１のコードシーケンスに適用されるカバーコードとを利用して１次同期信号（
ＰＳＳ）を生成することと、
　１つまたは複数のサブフレーム内の第２の数のシンボルにわたる第２のコードシーケン
スに基づいて２次同期信号（ＳＳＳ）を生成することと、
　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域上で通信する第１のタイプのユ
ーザ機器（ＵＥ）に前記ＰＳＳと前記ＳＳＳとを送信することと
を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５８］
　より広いシステム帯域幅の１つまたは複数の狭帯域領域内で、１つまたは複数のサブフ
レーム内の第１の数のシンボルにわたる第１のコードシーケンスと前記第１のコードシー
ケンスに適用されるカバーコードとを利用して生成された１次同期信号（ＰＳＳ）を検出
することと、
　前記ＰＳＳに基づいて最尤時間オフセット推定を実行することと、ここにおいて、時間
オフセットが周波数オフセットと無相関である、
　前記ＰＳＳに基づいて初期時間同期と周波数同期とを実行することと、
　前記１つまたは複数の狭帯域領域内で、前記１つまたは複数のサブフレーム内の第２の
数のシンボルにわたる第２のコードシーケンスに基づいて生成された２次同期信号（ＳＳ
Ｓ）を検出することと、
　前記初期時間同期と前記周波数同期とを改良するために、前記ＳＳＳに基づいて高精度
時間同期または高精度周波数同期のうちの少なくとも１つを実行することと
を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
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